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統計ソフトウェア Rと HADの使用方法 

 

 本資料は、多田実・多田伶（2025）『事例で学ぶマーケティング・リサーチ: 定性・定量調

査の理論と実践』オーム社におけるソフトウェアの使い方を解説するものです。 

 ここでは、統計ソフトウェア R1、表計算ソフトウェア Excel 用の無料ツール HAD2を用い

て、差の分析（第 9 章）、回帰分析（第 10 章）、因子分析（第 11 章）、クラスター分析（第

12章）の実行方法を示します。掲載する分析例はすべてWindows環境で行ったものであり、

R のバージョンは 4.4.0、HADのバージョンは 18_010 です。ソフトウェアの基本的な使い

方については、序章および第 9章～第 12 章に掲載した文献案内の情報も確認してください。 

 

第 9章 差の分析 

 

 第 9 章では、「世界価値観調査」の統計データ（9_anova.csv）を利用して、分散分析を行

います。CSV ファイルの一部を以下に掲載しておきますので、確認してください。 

 

分析データ（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）R の使い方 

 R でのデータの読み込み方はいくつかありますが、ここでは、CSV ファイルを直接 R に

入れるやり方を紹介します。筆者はパソコンのデスクトップ上に「Support」というファイル

を作り、データを保管しました。各自でファイルを作成し、データを管理してください。 

 データを読み込む際、ディレクトリ（パソコンにおける住所のようなもの）を指定する必

要があります。「ファイル」内にある「ディレクトリの変更」をクリックしましょう。今、

デスクトップ上の「Support」にデータを保管していますので、それらを選び、「フォルダー

 

1 R. https://cran.r-project.org/bin/windows/base/（2025 年 10 月 31 日閲覧） 

2 統計分析ソフト HAD. https://norimune.net/had（2025 年 10 月 31 日閲覧） 
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の選択」をクリックします。setwd 関数でディレクトリを指定しても問題ありません。 

 次に、read.csv 関数でデータを読み込みますが、最初にファイル名を入力します。「header 

= TRUE」で先頭行が変数名（ラベル）であるという指示を与え、「fileEncoding = ”CP932”」

で文字コードを指定しています。Windows 環境で日本語を含むデータを読み込む際、Shift-

JIS（CP932）を指定すれば、エラーは解消されるはずです。head 関数を用いると、デフォル

トで上から 6 行が出力されますので、データを入力できたかを確認してみてください。 

 

R でのデータ読み込み 

 

  

 

 

 

 

 

では、分散分析を行ってみましょう。データは 2 要因で、国籍は 2 水準（日本 vs 韓国）、

年代は 4 水準（1層 vs 2 層 vs 3層 vs 4層）で構成されていますので、二元配置分散分析を

適用します。やり方はいくつかありますが、aov 関数を用いたときの結果は以下の通りです

3。aov関数における「data =」の後ろにはデータ名を入力します。今回、dataという名称で、

CSV ファイルを読み込んでいますので、「data = data」となります。 

「~」の左側には目的変数（テレビの信用度）、右側には説明変数（国籍と年代）を入力し

ます。説明変数が 2 つ以上ある場合は「+」でつなげ、変数間の交互作用効果は「:」で表記

します。「*」を用いると、主効果と交互作用効果を同時に考慮できますので、「国籍*年代」

で国籍の主効果、年代の主効果、国籍と年代の交互作用効果を検討していることになります。 

𝒑値は「Pr(> F)」のところに記載されています。𝑝値を見ると、国籍と年代の主効果は

0.001%水準で有意、国籍と年代の交互作用効果は非有意であることがわかります。これよ

り、韓国人よりも日本人のテレビの信用度が高いことが示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

3 aov 関数では、タイプⅠ平方和が出力されます。car パッケージの Anova 関数を用いると、タイ

プⅠ～Ⅲを選択することができます。 
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R における分散分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代は 4 水準で構成されており、どの年代間に差があるかは不明ですので、チューキ・ク

レイマー法の多重比較検定を行います。TukeyHSD 関数に先ほどの aov 関数を投入すれば、

多重比較検定を実行できます。𝒑値は「p adj」に示されており、diffは水準間の差を表してい

ます。分析の結果、2 層と 3 層以外で、年代間に差があることが示されました。 

 

R における多重比較検定の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）HAD の使い方 

 HAD に「世界価値観調査」の統計データを読み込んでみましょう。HAD を立ち上げて、

セキュリティリスクのエラーメッセージ（このファイルのソースが信頼できないため、

Microsoft によりマクロの実行がブロックされました。）が出た場合、以下の手続きを行って

ください。HAD のファイルを右クリックし、「プロパティ」を選択します。プロパティ内の

「セキュリティ」の「許可する」にチェックを入れ、OK を押してください。その後、HAD

を立ち上げると、エラーメッセージは出現せず、ソフトを利用できるようになります。 

HAD には 2つのシートがあり、1つ目が「データ」画面、2つ目が「モデリング」画面で

す。データを読み込む際、1つ目のシートを使います。以下のようにデータを入力できたな

らば、「変数名」の下の「データ読み込み」をクリックしてください。 
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HAD のプロパティ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HAD のデータ読み込み画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの読み込み後、モデリング画面の「変数情報」に番号、国籍、世代、信用度が入っ

ていることを確認しましょう。次に、「使用変数」をクリックして、「データリスト」から国

籍、世代、信用度を選択します。「追加→」を押すと、「使用変数」に 3つの変数名が入りま

す。これらを確認できたならば、OK を押して、次に進みましょう。モデリング画面の「使

用変数」が番号、国籍、世代、信用度となっているかに関してもチェックしてください。 
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HAD のモデリング画面 

 

HAD における変数の設定 

 

 

 

モデリング画面の「回帰分析」を選択した後、「モデル保存」横の「分散分析」を選択し

ましょう。分析の目的は、テレビの信用度が国籍と年代で異なるかを検証することです。デ

ータは 2 要因で、国籍は 2 水準（日本 vs 韓国）、年代は 4 水準（1層 vs 2 層 vs 3層 vs 4 層）

で構成されていますので、二元配置分散分析を実行します。 

「使用変数」横の「信用度」にカーソルを合わせ、「目的変数を投入」をクリックします。
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また、国籍と世代にカーソルを合わせ、「主効果を全投入」「交互作用を全投入」をクリック

してください。「目的変数」と「モデル」に以下の情報が入力されているかを確認しましょ

う。これで準備は終わりましたので、「分析実行」を押して、結果を見ていきます。 

 

HAD の分析実行画面 

 

 分析を実行すると、新しいシート「Anova」が出現します。「要因の効果（タイプⅢ&平方

和）」のところで、国籍と世代の主効果、それらの交互作用効果の有無がわかります。𝒑値を

見てみると、主効果はいずれも 0.01%水準で有意、交互作用効果は非有意であることが示さ

れました。国籍については、日本と韓国の 2ヵ国間で比較を行っていますので、韓国人より

も日本人のテレビに対する信用度が高いという結果が明らかになりました。 

 年代については、4 水準で構成されているため、どの年代間に差があるかは分散分析だけ

ではわかりません。同画面下の「多重比較」のところを確認してみましょう。HAD では、

Holm 法による多重比較検定の結果が出力されます。調整𝑝値を見てみると、3層（A3）と 2

層（A2）に差はありませんが、それ以外の世代間でテレビに対する信用度が異なることが

明らかになりました。通常、nsは not significanceの略語で非有意であることを示します。 
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HAD における分散分析と多重比較検定の結果 
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第 10章 回帰分析 

  

第 10章では、日本プロ野球の統計データ（10_regression_kyojin.csv）を用いて、回帰分析

を行います。CSV ファイルの一部を以下に掲載しておきますので、確認してください。 

以下、巨人のデータを利用して、解説を行いますが、同じように、阪神のデータ

（10_regression_hanshin.csv）でも回帰分析を実行できます。各自で試してみましょう。 

 

分析データ（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）R の使い方 

まずは、R にデータを読み込みましょう。データの入力方法については、第 9 章で説明し

ましたので、本資料の 1、2 ページを確認してください。 

 

R でのデータ読み込み 

 

 次に、説明変数の相関係数を求めたいのですが、相関行列は cor関数で作成できます4。関

数の括弧内にはデータを入力します。データ data の 3 列目から 8 列目が説明変数に相当し

ますので、「data［3:8］」でデータの範囲を指定しています。 

 

4 cor.test 関数を用いると、相関係数が有意であるかを検証できます。 
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round 関数で出力される数字の桁数を調整できます。「digits」で桁数を指定しますので、

小数点第 3 位までの値を出力したい場合、「digits ＝ 3」とします。交流戦と貯金の相関が

最も大きく、その値は 0.341 であることを確認できるでしょう。多重共線性の疑いを判断す

るときに指標として用いる、分散拡大係数（VIF）は後ほど別の関数で出力します。 

 

R での相関行列の作成 

 

 では、線形回帰分析を行ってみましょう。lm 関数で分析を実行できます。今回、モデル

1 にコントロール変数のみ、モデル 2にすべての変数を投入し、モデル比較を行います。分

散分析の aov 関数と同様、「~」の左側には目的変数、右側には説明変数を入力します。説明

変数が 2 つ以上の重回帰分析の場合、「+」で説明変数をつなげて書いてください。data とい

う名称で、CSV ファイルを読み込んでいますので、「data = data」となります。 

分析結果は summary 関数で出力できます。モデル 1 の情報は「res1」に、モデル 2の情報

は「res2」に入れていますので、「summary（res2）」でモデル 2の結果を見てみましょう。 

一番下に、𝐹検定の結果が示されています。𝒑値は「2.969e-12」ですので5、0.001%水準で

有意であることが示されました。自由度調整済み決定係数は「Adjusted R-squared」に表示さ

れていますので、モデル 1 の値と見比べて、モデル比較を行ってみましょう。赤池情報量規

準（AIC）は以下のように、AIC 関数で出力できます。括弧内にはモデルの情報を入力して

ください。モデル 1よりも、モデル 2の AIC が小さいことが示されました。 

回帰係数の推定結果は、summary 関数で出力された「Coefficients」のところを見ればわか

ります。推定値は「Estimate」、𝒑値は「Pr(> |t|)」のところに記載されています。巨人のデー

タにおいて、応援グッズプレゼントが入場率に与える効果は 5%水準で有意であることが明

らかになりました。これに対して、野球グッズプレゼントが入場率に与える効果は非有意で、

野球グッズの配布効果があるとはいえないことも示されました。 

 

  

 

5 「e」は指数表示で、2.969×10−12（= 0.000000000002969）であることを意味します。 
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R における線形回帰分析の結果 

 

R での AIC の算出 

 

 

  

 

最後に、多重共線性の疑いがないかを確認しましょう。R では、利用者が自由に自作した

分析用の関数やツールがパッケージとして公開されています。VIFを算出するための vif 関

数は carパッケージに入っています。はじめて、パッケージ内の関数やツールを利用する際、

install.packages 関数でダウンロードを行います。「” ”」内にパッケージ名 carを入力した後、

「Japan（Yonezawa）」を指定してください。2回目以降、同じパッケージを利用する場合に

は、ダウンロードの作業は必要ありません。 

 ダウンロードしたパッケージの情報は library 関数で呼び出せます。library（car）を実行し

た後、vif 関数で VIF を出力してみましょう。括弧内にはモデルの情報を入力します。VIF

を見てみると、その値は 5 よりも小さいため6、多重共線性の疑いはないと判断できます。 

 
6 Hair, J. F., Black, VV. C., Babin, B. J., & Anderson, R. E. (2013). Multivariate data analysis (7th ed.). 

Upper Saddle River, N. J. : Pearson Prentice Hall. 
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R での VIF の算出 
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（2）HAD の使い方 

HAD に日本プロ野球の統計データを読み込んでみましょう。データの入力方法について

は、第 9 章で説明しましたので、本資料の 3、4ページを確認してください。 

  

HAD のモデリング画面 

 

 はじめに、説明変数の相関係数を求め、相関行列としてまとめてみましょう。「使用変数」

をクリックして、「データリスト」から休日、伝統の一戦、交流戦、貯金、応援グッズプレ

ゼント、野球グッズプレゼントを選択します。次に、「変数情報」を選択し、「分析」をクリ

ックしてください。「詳細モード」を押すと、以下の画面が現れますので、「相関分析」と「行

列表示」にチェックを入れたことを確認し、OK を押しましょう。 

相関分析を実行すると、新しいシート「Corr」が出現します。相関係数の桁数は Excel「ホ

ーム画面」の「数値」で調整できますので、小数点第 3位までを表示しました。交流戦と貯

金の相関が最も大きく、その値は 0.341であることを確認できるでしょう。多重共線性の疑

いを判断するときの指標である、分散拡大係数（VIF）は後ほど別の形で出力します。 
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HAD での相関行列の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、線形回帰分析を実行してみます。今、説明変数は使用可能な形式になっていますの

で、「使用変数」から目的変数である、入場率を追加してください。「モデリング」画面の「回

帰分析」を選択し、「モデル保存」横の「回帰分析」を選択しましょう。 

すべての説明変数を投入したモデル 2 を作成します。モデル比較を行うには、コントロー

ル変数のみを投入したモデル 1 も作る必要がありますが、同じ手続きを実行することにな

るため、ここでは割愛します。「使用変数」横の「入場率」にカーソルを合わせ、「目的変数



『事例で学ぶマーケティング・リサーチ』オーム社 

（2025 年 11月 6日更新） 

14 

 

を投入」をクリックします。さらに、休日、伝統の一戦、交流戦、貯金、応援グッズプレゼ

ント、野球グッズプレゼントにカーソルを合わせ、「主効果を全投入」をクリックしてくだ

さい。「目的変数」と「モデル」に以下の情報が入力されているかを確認しましょう。これ

で準備は終わりましたので、「分析実行」を押して、結果を見ていきます。 

 

HAD の分析実行画面 

 

 線形回帰分析の結果は以下の通りです。分析を実行すると、新しいシート「Reg」が出現

します。𝐹検定の結果、回帰モデルは 0.001%水準で有意であることが示されました。自由度

調整済み決定係数は「Adjusted R2」に表示されており、0.352 であることがわかります。赤

池情報量規準（AIC）は-212.331と出力されています。モデルを比較するときは、これらの

値を用いて、自由度調整済み決定係数の大きさ、AIC の小ささを確かめてください。 
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HAD での自由度調整済み決定係数および AIC の算出 

 

 次に、回帰係数の推定結果を見てみましょう。「係数」と「𝑝値」を確認しながら、説明変

数が目的変数にどのような影響を及ぼしているかを判断します。分析の結果、応援グッズプ

レゼントが入場率に与える効果は 5%水準で有意で、野球グッズプレゼントが入場率に与え

る効果は非有意でした。つまり、応援グッズプレゼントをフリーギフトとして配布すること

で、試合の入場率が増加している傾向が明らかになりました。 

 

HAD における線形回帰分析の結果 
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 最後に、多重共線性の疑いがないかを確認しましょう。HAD では、「Reg」のシートにお

ける一番下の表に VIF の値が出力されます。VIF の最大値は 1.181 で、いずれも 5より小さ

いため7、多重共線性の疑いはないと判断できます。 

 

HAD での VIF の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
7 Hair, J. F., Black, VV. C., Babin, B. J., & Anderson, R. E. (2013). Multivariate data αnalysis (7th ed.). 

Upper Saddle River, N. J. : Pearson Prentice Hall. 
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第 11章 因子分析 

 

 第 11 章では、質問紙調査で収集した統計データ（11_factor.csv）を利用して、探索的因子

分析と線形回帰分析を実行します。CSV ファイルの一部を以下に掲載しておきますので、

確認してください。 

 

分析データ（一部抜粋） 

 

注：価値観 9 の右側にもデータが入っています。 

 

（1）R の使い方 

まずは、R にデータを読み込みましょう。データの入力方法については、第 9 章で説明し

ましたので、本資料の 1、2 ページを確認してください。 

 

R でのデータ読み込み 
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 データは左から順に、識別用の番号、決済手段に関する価値観（価値観 1～9）、回答者の

年齢、性別、月収、クレジットカードと QR コード決済の利用頻度です。分析の目的は、価

値観の 9 変数から潜在的な因子を抽出し、変数を要約することです。因子分析に適したデー

タであるかを確認するため8、価値観の変数の相関行列を作成します。 

 第 10 章で説明したように、相関行列は cor 関数で作成できます。括弧内にデータを入力

しますが、データ dataの 2列目から 10列目が価値観の変数に相当しますので、「data［2:10］」

でデータの範囲を指定しています。round 関数で出力される数字の桁数を調整できますが、

小数点第 3 位までの値を出力したいため、「digits ＝ 3」としました。価値観 1～3、価値観

4～6、価値観 7～9における相関係数が大きいことを確認できます。 

 

R での相関行列の作成 

 

 因子分析に適したデータであることを確認できたならば、因子数を決めましょう9。ここ

では、カイザー・ガットマン基準に依拠し、1以上の固有値の数を確認します。eigen 関数で

固有値と固有ベクトルを算出できますが、固有値のみを取り出すため、「$values」の指示を

与えました。関数の括弧内には相関行列を入力するため、「cor（data［2:10］）」と記入してい

ます。出力結果から、1以上の固有値の数は 3 であることがわかりました。 

 

R での固有値の算出 

 

 では、因子分析を行ってみましょう。カイザー・ガットマン基準より、因子数は「3」と

しました。因子分析には psych パッケージの fa 関数を用います。本資料 10ページでも説明

 

8 psych パッケージの KMO 関数を用いると、サンプリング妥当性尺度の MSA（measure of 

sampling adequacy）、KMO（Kaiser-Meyer-Olkin）を算出できます。 

9 psych パッケージの fa.parallel 関数を用いると、平行分析を実行できます。 
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したように、パッケージの関数やツールをはじめて使うときは、install.packages 関数でイン

ストールを行ってください。library 関数でパッケージの情報を呼び出しています。 

 fa 関数の括弧内にはデータ、因子数、推定方法、軸の回転方法を記載します。「nfactors = 

3」は因子数を 3 とすること、「fm = “ml”」は最尤法で推定すること10、「rotate = “Promax”」

はプロマックス回転を行うこと11を意味します。推定結果は print 関数で出力し、因子負荷

量を小数点第 3位まで表示するため、「digits = 3」に設定しました。 

 推定結果の見方ですが、「ML1～3」は各変数の因子負荷量、「h2」は共通性、「u2」は独自

性、「com」は複雑性を表します。その下の「Proportion Var」は寄与率、「Cumulative Var」は

累積寄与率を示しています。因子負荷量を見ると、左から順に、価値観 4～6は因子 1（ML1: 

節約因子）、価値観 7～9は因子 2（ML3: 支払管理因子）、価値観 1～3 は因子 3（ML2: 利便

性因子）を表していると解釈できるでしょう。3 因子による累積寄与率は 0.604 であり、共

通性は 1 を超えていませんので、うまく推定できていることも確認できます。 

 

R における因子分析の結果 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、3つの因子がクレジットカードと QR コード決済の利用頻度に及ぼす影響を線形

回帰分析で検討してみましょう。分析モデルの情報を格納した「res」の「scores」に因子得

点のデータが入っていますので、「res$scores」で因子得点を出力可能です。cbind 関数を用い

 

10 最小二乗法の場合は「minres」、主因子法の場合は「pa」と表記します。 

11 回転なしの場合は「none」、バリマックス回転の場合は「varimax」と表記します。 
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ると、データを列方向に拡張できますので、「cbind（data,res$scores）」により、データ data と

因子得点のデータを結合しました。新しいデータ ndat の概要は以下の通りです。 

 

R でのデータ整理 

 

 この結合したデータ ndat と lm 関数を用いて、線形回帰分析を実行します。回帰分析のや

り方については、第 10 章を確認してください。クレジットカードの利用頻度を目的変数、

年齢、性別、月収、因子得点を説明変数としたモデルの推定結果を以下に示します。 

 

R における線形回帰分析の結果 
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（2）HAD の使い方 

HAD に質問紙調査で収集した統計データを読み込んでみましょう。データの入力方法に

ついては、第 9章で説明しましたので、本資料の 3、4ページを確認してください。 

 

HAD のモデリング画面 

 

データは左から順に、識別用の番号、決済手段に関する価値観（価値観 1～9）、回答者の

年齢、性別、月収、クレジットカードと QR コード決済の利用頻度です。分析の目的は、価

値観の 9 変数から潜在的な因子を抽出し、変数を要約することです。 

因子分析に適したデータであるかを確認するため、価値観の変数の相関行列を作成して

みましょう。第 10章で説明したように、「使用変数」をクリックして、「データリスト」か

ら、価値観 1～9 を選択します。次に、「変数情報」を選択し、「分析」をクリックしてくだ

さい。「詳細モード」で「相関分析」と「行列表示」にチェックを入れて、OK を押しましょ

う。相関分析を実行すると、新しいシート「Corr」が出現します。相関係数の桁数は Excel

「ホーム画面」の「数値」で調整し、小数点第 3位までを表示しました。相関行列を見ると、

価値観 1～3、価値観 4～6、価値観 7～9における相関係数が大きいことを確認できます。 
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HAD での相関行列の作成 

 

では、因子分析を実行してみましょう。「モデリング」画面の「因子分析」を選択します。

分析にあたり、因子数を決める必要がありますが、ここではカイザー・ガットマン基準に依

拠します。HAD では、「因子数」の「固有値 1以上まで」にチェックを入れると、自動的に

分析が実行されます。「抽出法」は「最尤法」、「回転法」は「斜交回転（プロマックス回転）」

としました。後の回帰分析で利用するため、「因子得点」にもチェックを入れてください。

これで準備は終わりましたので、「分析実行」を押して、結果を見ていきます。 

 

HAD の分析実行画面 
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因子分析の結果は以下の通りです。分析を実行すると、新しいシート「Factor」と「ScoreF」

が出現します。前者には因子負荷量の推定結果、後者には因子得点が掲載されています。因

子負荷量を見れば、価値観 1～9 は潜在的な 3 つの因子で要約できることがわかります。左

から順に、価値観 7～9は因子 1（Factor 1: 支払管理因子）、価値観 4～6 は因子 2（Factor 2: 

節約因子）、価値観 1～3は因子 3（Factor 3: 利便性因子）を表していると解釈できるでしょ

う。共通性の値は 1 を超えていませんので、うまく推定できていることも確認できました。 

 

HAD における因子分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、3つの因子がクレジットカードと QR コード決済の利用頻度に及ぼす影響を線形

回帰分析で検討してみましょう。シート「ScoreF」のデータを「データ」画面に貼り付けて、

再度データの読み込みを行ってください。「使用変数」をクリックし、「データリスト」から、

年齢、性別、月収、クレジットカード、QR コード決済、Factor 1～3を追加します。 

 これらの追加したデータを用いて、線形回帰分析を実行します。回帰分析のやり方につい

ては、第 10 章を確認してください。クレジットカードの利用頻度を目的変数、年齢、性別、

月収、因子得点を説明変数としたモデルの推定結果を以下に示します。 
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HAD の分析実行画面 

 

HAD における線形回帰分析の結果 
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第 12章 クラスター分析 

 

 第 12 章では、「家計調査」の統計データ（12_cluster.csv）を利用して、クラスター分析を

実行します。CSV ファイルの一部を以下に掲載しておきますので、確認してください。 

 

分析データ（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）R の使い方 

まずは、R にデータを読み込みましょう。データの入力方法については、第 9 章で説明し

ましたので、本資料の 1、2 ページを確認してください。 

 

R でのデータ読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、データを整理していきます。データの 1列目は都市名であるため、分析に使用す

るのは 2 列目～7 列目です。「data［-1］」の「-1」は 1 列目を取り除くことを意味します。そ

れらのデータを ndatと命名しました。 

 rownames 関数は行名、colnames 関数は列名を取得する関数で、括弧内にデータを入力し

ます。data の 1 列目の都市名を行名に設定したいため、「rownames（ndat）」に「data［,1］」

を代入する形で、行名を変更しました。「colnames（ndat）」では、列名を確認しています。 
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R でのデータ整理 

 

 以上の手続きが完了したら、クラスター分析を実行するためのデータを作成します。ここ

では、データを標準化した後、ユークリッド距離を算出してみます。scale関数を用いると、

データを標準化できます。括弧内にはデータを入力してください。分析時に混同しないよう、

標準化したデータは新しく ndat.sと命名しました。 

 ユークリッド距離は dist 関数で求められます。標準化するときと同様、括弧内にはデータ

を入力します。分析時のことを考慮し、距離のデータは ndat.dと命名しました。ユークリッ

ド距離が dist 関数のデフォルトで設定されていますが、引数「method」の設定を変えること

で、マンハッタン距離やチェビシェフ距離も算出可能です12。 

 

R でのデータ標準化と距離の算出13 

 

 では、階層的クラスター分析を行ってみましょう。hclust 関数で階層的クラスター分析を

実行できます。括弧内において、集団の形成方法を指定しますが、「method = “ward.D”」は

ウォード法で集団を形成していくという指示を与えていることになります。 

 

12 マンハッタン距離を求めるときは「dist（ndat.s,method = "manhattan"）」、チェビシェフ距離を

求めるときは「dist（ndat.s,method = "maximum"）」と入力します。 

13 「ndat.d」で出力したユークリッド距離の値は一部です。 
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 集団の導出プロセスを示した、デンドログラム（樹形図）は plot 関数で作成できます。括

弧内には、分析モデルの情報を表す「res」および図の詳細な設定を入力します。引数「cex」

は文字サイズに関する指示で、デフォルトは「1」に設定されています。また、引数「hang」

は図の描画に関する指示で、全体を揃えて表示するため、「-1」としました。 

 

R でのデンドログラムの作成 

 

 

 

 

 

 最後に、クラスターを作成し、それらの特徴量を算出します。上のデンドログラムを確認

した結果、今回は 3 つの集団で 52 都市を分類してみようと思います。cutree 関数を用いて、

集団の分割を行いましょう。分析モデルの情報を表す「res」を入力後、括弧内の「k」でク

ラスターの数を設定します。3つに分割するため、「k = 3」と指定してください。 

 分析結果は「cluster」に格納しました。print 関数は出力の指示、for 関数は繰り返しの指

示を与えるものです。ここで、i はクラスター番号を表します。3 つのクラスターを順番に

処理しますが、「cluster［cluster == i］」はクラスター番号が i の要素を抜き出し、その都市

名を出力するという指示を与えていることになります。 

 都市名とクラスター番号を出力できたならば、それらの特徴量を求めてみましょう。小計

計算は aggregate 関数で実行できます。標準化したデータ ndat.s を用いて、クラスターごと
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の平均値を算出するため、「aggregate（ndat.s, list（group = cluster）, mean）」と入力します。

引数「list」は集団に関する指示で、分析結果が格納されている「cluster」を指定しました。 

出力された値を見ると、クラスター1 は米と中華麺の消費額が多い地域、クラスター2 は

パン、生うどん・そば、パスタ、もちの消費額が多い地域、クラスター3は主食の消費額が

少ない地域であることが示されました。 

 

R でのクラスター作成結果 

 

（2）HAD の使い方 

HAD に「家計調査」の統計データを読み込んでみましょう。データの入力方法について

は、第 9 章で説明しましたので、本資料の 3、4ページを確認してください。 

 まず、「使用変数」をクリックして、「データリスト」から米、パン、生うどん_そば、パ

スタ、中華麵、もちを選択します。次に、データを標準化するため、「変数の作成」ボタン

から「尺度変換」メニューの「標準化得点」にチェックを入れ、OK を押します。新しいシ

ート「Scale」が出現しますので、そのデータをコピーして、「データ」画面に貼り付けてく

ださい。標準化後のデータの変数名には「_s」が追加されています。再度、データの読み込

みを行います。「データリスト」から米_s、パン_s、生うどん_そば_s、パスタ_s、中華麵_s、

もち_sを選択し、「使用変数」として指定しましょう。これで分析の準備は完了です。 
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HAD のモデリング画面 

 

HAD での標準化得点の算出 
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では、階層的クラスター分析を実行してみましょう。モデリング画面の「因子分析」を選

択した後、「モデル保存」横の「クラスター分析」をクリックします。分析の目的は、主食

の消費額から 52 都市を分類することです。ほとんどの場合、最適なクラスター数は事前に

わかりませんので、「クラスタ数」は「指定せずに分析」します。「分類方法」の「階層的」

と「出力」の「デンドログラム」にチェックを入れ、「分析実行」を押してください。 

 なお、集団の形成方法については、ウォード法がデフォルトで設定されています。「オプ

ション」画面において、ウォード法以外の集団形成方法を選択することも可能です。 

 

HAD の分析実行画面 

 

 次に、作成されたデンドログラム（樹形図）を見てみましょう。この図を確認し、クラス

ター数を決定することになりますが、今回は 3 つの集団に分割することにしました。 

 再度、「モデリング」画面へ戻ります。「クラスタ数」に「3」と入力した後、「指定せずに

分析」のチェックを外します。「出力」の「クラスタの特徴」にチェックを入れて、「分析実

行」を押してください。クラスタの特徴は各集団の特徴量を出力するためのボタンです。 
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HAD におけるデンドログラムの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層的クラスター分析を実行すると、新しいシート「HCluster」が出現します。分析の結

果、集団を 3 つに分割できました。「所属数」には各集団のサンプルサイズ、「所属メンバ

ー」には都市名が記載されています。都市名を確認して、クラスターを解釈しましょう。 

 クラスターの特徴量は数値と図で出力されます。これらを見れば、クラスター1 は米と中

華麺の消費額が多い地域、クラスター2 はパン、生うどん・そば、パスタ、もちの消費額が

多い地域、クラスター3は主食の消費額が少ない地域であることが明らかになりました。 
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HAD でのクラスター作成結果 

 

 

 


